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建
学
の
理
想「
産
学
一
如
」は
、

「
産
業
と
大
学
は
車
の
両
輪
の
よ
う

に
一
体
と
な
っ
て
、時
々
の
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う

意
味
で
す
。
産
業
界
の
期
待
に
応
え

る
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
基
盤
教
育
」
は
取
り
組
ん

で
３
年
目
。
社
会
が
求
め
る
基
礎
力

を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

Ｋ
Ｓ
Ｕ
基
盤
教
育

で
基
礎
力
を
培
い
な

が
ら
、企
業
や
自
治
体
、

地
域
な
ど
と
連
携
す

る「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
教
育
」で
実
践
力

を
身
に
付
け
ま
す
。昨

年
度
は
全
学
で
１
３
８

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

り
ま
し
た
。経
営
学
部

の
学
生
ら
が
栽
培
か

ら
販
売
ま
で
の
過
程

に
携
わ
っ
た「
た
ま
ね

ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」は
今

年
、大
型
商
業
施
設
で

販
売
さ
れ
、大
好
評
で

し
た
。

　

様
々
な
会
合
に
出

る
と
、「
九
産
大
生
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
ね
」

と
声
を
か
け
て
も
ら

い
ま
す
。現
場
に
強
く
、

途
中
で
折
れ
な
い
、し

な
や
か
な
強
さ
を
持
っ

て
い
る
│
│
が
理
想
の
学
生
像
で
す
。

そ
う
い
う
学
生
が
育
っ
て
い
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

細
川　

今
年
３
月
に
発
表
し
た
世
界

初
の
７
０
０
０
倍
の
蛍
光
電
子
顕
微

鏡（
Ｆ
Ｌ-

Ｓ
Ｅ
Ｍ
）は
大
手
メ
ー
カ
ー

の
協
力
を
得
て
、製
品
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、も
う

少
し
で
実
用
化
さ
れ
ま
す
。

　

様
々
な
成
果
が
出
て
い
ま
す
が
、さ

ら
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
よ
う
と
、

多
く
の
方
々
の
声
に
耳
を
傾
け
、来

年
度
か
ら
理
工
系
学
部
を
再
編
し

ま
す
。
学
部
の
特
色
を
出
す
の
が
目

的
で
す
。

　

理
工
学
部
に
は
、情
報
科
学
、機
械

工
学
、電
気
工
学
の
３
学
科
を
設
置

し
ま
す
。生
命
科
学
部
の
生
命
科
学

科
は
、応
用
化
学
、生
命
科
学
、食
品

科
学
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。工

学
部
内
に
あ
っ
た
建
築
部
門
が
建
築

都
市
工
学
部
と
な
り
、建
築
と
住
居・

イ
ン
テ
リ
ア
、都
市
デ
ザ
イ
ン
工
学
の

３
学
科
を
設
置
し
ま
す
。

山
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高
校
生
に
も
分
か
り
や
す
い

学
部
学
科
編
成
に
し
ま
し
た
。

細
川　

例
え
ば
、
理
工
学
部
の
情

報
、機
械
、電
気
の
学
科
構
成
で
す
が
、

我
々
の
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
３
学
科
の
教
員
と
学

生
に
よ
る
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
実
践

授
業
で
教
え
る
技
術
の
集
大
成
と
言

え
ま
す
。

　

生
命
科
学
部
で
は
食
品
や
医
療

材
料
な
ど
の
新
素
材
、化
粧
品
な
ど

の
開
発
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
博
多

ラ
ー
メ
ン
と
熊
本
ラ
ー
メ
ン
の
味
の
違

い
を
研
究
し
て
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

建
築
都
市
工
学
部
は
、空
き
家
の
再

活
用
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、ま
ち
の
再
生
、

都
市
防
災
な
ど
に
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
時
代
に
合
わ
せ
ま
し
た
。
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九
産
大
は
全
学
生
約
１
万

１
０
０
０
人
の
う
ち
女
子
学
生
は
約

22
％
。
学
部
・
学
科
に
よ
っ
て
は
男
女

半
々
で
す
が
、工
学
部
は
他
学
部
に

比
べ
て
割
合
が
低
い
。理
工
系
学
部
の

再
編
は
女
子
学
生
を
増
や
す
狙
い
も

あ
り
ま
す
。

　
「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｌ（
く
す
ぐ
る
）」
は

２
０
１
２
年
に
発
足
し
た
女
子
学
生

の
会
で
す
。２
号
館
に
あ
る「
く
す
ぐ

る
〜
む
」
を
拠
点
に
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
女
子
高
生
と
保
護
者
向
け
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
貴
重
な
提
言
も

多
く
、４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
学
生

食
堂「
ア
ル
テ
リ
ア
」の
地
下「
あ
る

ち
か
」
に
は
、
女

性
専
用
エ
リ
ア

を
設
け
ま
し
た
。

学
内
の
女
子
ト

イ
レ
は
全
面
改

修
し
、パ
ウ
ダ
ー

ル
ー
ム
も
設
け
て

い
ま
す
。女
子
学

生
同
士
の
横
の
つ

な
が
り
で
大
学

全
体
が
活
性
化

で
き
る
期
待
も

あ
り
ま
す
。

大
西　

女
子
学
生
は
ま
じ
め
で
、物

事
を
ま
っ
す
ぐ
に
捉
え
る
学
生
が
多

い
。
男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
言

葉
も
あ
る
通
り
、成
熟
社
会
で
は
女

性
の
感
覚
や
感
性
は
大
変
貴
重
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

大
西　

九
産
大
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

携
わ
っ
て
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。私

は
企
業
出
身
で
長
ら
く
営
業
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、高
度
成
長
が
終
わ
り
、

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
て
も
、大
学
に

は
危
機
感
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
常
々

感
じ
て
い
ま
し
た
。今
、九
産
大
で
は

１
年
生
の
ほ
ぼ
全
員
が「
キ
ャ
リ
ア
形

成
基
礎
論
」と
い
う
講
義
を
受
講
し

て
い
ま
す
。

　

学
生
が
就
職
を
決
め
れ
ば
終
わ
り

と
い
っ
た
時
代
は
と
っ
く
に
過
去
の
も

の
で
す
。
企
業
人
と
し
て
生
き
て
い

く
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、実
践
力
、

応
用
力
が
求
め
ら
れ
る
卒
業
後
の
社

会
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
が
必
要
で
、

そ
れ
を
今
の
学
生
生
活
に
ど
う
埋
め

込
ん
で
い
く
の
か
？
こ
の
こ
と
を
１
年

生
か
ら
話
し
て
、考
え
さ
せ
な
い
と
遅

い
と
思
い
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
は
就
職
の
率
も
質

も
追
求
し
た
い
。九
産
大
は
変
わ
っ
て

き
た
な
と
思
わ
れ
る
よ
う
、今
、基
礎

作
り
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。完
成
で
は
な
く
、進
化
の
途

中
で
す
。

大
西　

就
職
を
支
援
す
る
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、設
備
、規
模
と
も

国
内
で
最
高
レ
ベ
ル
で
す
。プ
ロ
の
現

役
モ
デ
ル
に
よ
る
女
子
学
生
向
け
の

「
メ
イ
ク
講
座
」
や
プ
ロ
の
モ
デ
ル
講

師
が
立
ち
居
振
る
舞
い
の
実
技
指
導

を
行
う「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
」は

好
評
で
す
。今
年
３
月
就
職
希
望
者

の
就
職
率
は
95・４
％
。教
員
と
職
員

が
一
体
化
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取

り
組
み
、過
去
最
高
の
成
果
を
出
し

て
い
ま
す
が
、そ
の
輪
を
も
っ
と
広
げ

た
い
と
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　九州産業大学の理工系学部が2017年度、大きく変わる。多様化・複雑化が進む産業
界・科学技術界のニーズに対応するため、現在の工学部と情報科学部の2学部8学科を
理工学部と生命科学部、建築都市工学部の3学部7学科に再編（届出書類提出中）する。
「女性の感性がこれからの社会に必要」とリケジョ（理系女子）の増員も目指す。

学長

山本 盤男氏
工学部長

細川 土佐男氏
基礎教育センター特任教授

大西 純一氏

ブラッシュアップ講座の実技指導

マクロファージ（白血球の一種）が
染色されて、見やすくなった

安定性が高い蛍光色素女子学生の憩いの場｢くすぐる～む｣

総
合
大
学
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
教
育

改革力

女
子
学
生
が

大
学
運
営
や
設
備
に
提
言

女子力

教
職
員
一
体
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
が

過
去
最
高
の
就
職
率
に
結
実

就職力

同大医療診断技術開発センターが、低倍率だがカラー
画像で観察できる蛍光光学式顕微鏡と、高倍率だが
モノクロ画像しか撮影できない電子顕微鏡の長所を
組み合わせ、7000倍以上でカラー画像を撮影できる
新たな蛍光電子顕微鏡（FL-SEM）を開発。2018年
までに2万倍以上の解像度で製品化を目指している。

世界初の7000倍の蛍光電子顕微鏡

同大ヒューマン・ロボティクス研究セン
ターと総合せき損センター（飯塚市）
などが共同研究を行っている。起立、
立位保持、歩行支援の各訓練とベッ
ドサイドで介護を行うロボットを開発
しており、近く実用化される。

せき損患者リハビリロボット

理工系学部を再編 社会が求める学びへ 
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